
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館市立戸倉中学校 

＜重点教育目標＞  

主体的に学び合い  

  心豊かにたくましく活動する 

         生徒の育成 

第 11号 2026.3.24  (Tue)  

戸倉が丘 
うつくしく心 よそだて 

たくましく体よそだて 

するどく知性よそだて 

校長 會田 大祐 
 君たちへの最後の話になるかな…。これから伝えることの前提にあることは「何が善くて、何が悪いのかを考えて行動する」ということ。

これから大人へと成長していく過程で、さらに一人の｢人｣として、心に留めておいてくれるとうれしいかな…。 

 「やさしさ」のある｢人｣に… 
 人の痛みがわかる｢優しい人｣になってください。 

 嫌なことをされてうれしい人はいないはずです。自分が生活している中で「嫌だなぁ」と思うことはどんなことだろう？考えたことはあ

りますか？「陰口・悪口」、「悪気のない・悪気のある行為（ちょっかい等）」、直接的な「暴力行為」など、自身を振り返ったときに、そん

なことをしている自分はいませんか？現代には SNS という便利なツールもあり、使い方によっては見えない｢嫌（悪）｣も…。 

 自分の｢嫌｣は他人の「嫌」です。皆さんには｢考える｣という｢力｣が備わっているはずです。「この行為は…」、一呼吸おき、よく「考えて」

行動すれば「嫌」をなくすことができると思います。また、他人にした｢嫌（悪）｣は必然的に自分に返ってきます。嫌な思いをしたくなけ

れば、｢優しさ｣を持って人に接することを意識して生活してください。裏を返せば、他人にした「善」もまた自分に返ってきます。たくさ

んの「徳」を積んでいく人生を…。 

 「指摘し合える」善い集団に… 
 「嫌なことをしない」を例に挙げて話をすれば、他人に対して「やってはいけないこと」をしている状況を見たら、その行為を指摘し「や

めさせられる人」になってください。それは「徳」を積むことにつながります。「やるべきことをやらない」場面に遭遇したら、同様にしっ

かりと「やる」ように声を掛け、責任を持って物事を進められるよう指摘してあげてください。こういうことができることを「仲間意識が

高い」、「よい仲間たち」と呼べるのではないかと思います。互いに指摘し合える「仲間」がいれば、逆境に立たされたときであっても、よ

い意味で助け合いながら「人」としての成長をしていくことができるはずです。指摘し合うことで、「善」となることが増えれば、互いに

「徳」を積むことができますよ…。 

 「普通」の人なんてどこにもいない、でも「普通」が一番… 
 「普通の人なんてどこにもいない」、だけど「普通」が一番ということ。 

 前者の「普通の人」の意味は、「考え方」による「普通の人」のこと。人は、どういうわけか、自分の考え方が「普通」だと思う傾向が強

く、自分の「普通」と照らし合わせて、自分と異なる「考え方」をする人を「普通じゃない」と否定したがる（そうです）。でも、自分と“完

全”に「同じ考え」を持つ人なんていません。「十人十色」、違っていて当たり前。これから君たちが生き抜く時代は「多様性」への対応が

求められるようになります。だから「人」を例に話をしますが、違っていていいんです！「普通の人」なんてどこにもいないんです。それ

ぞれ素晴らしい「考え」を持っている「人」なんです。大切なのは“違い”を「共感」できることを探し、他者を認めることが「人」とし

て大事なんです。「もの・こと」に対しても同様です。そして、後者の「普通」が一番。これは、「人」としてのこと。「人」として、高みを

無理に目指すことはなく（こうなりたいとか、物事に対して目標・目的を掲げることは必要）、「普通」でいいんです。無理に自分を作ると、

それが生じてストレスになる。ただ、「普通」ではなく、自分を「人」として「高めなければならない」時や、「人」として「やらなければ

ならない」時は、嫌が応にも来ます。その時に「対処できる力」さえ養っていれば、普段は「人」として「普通」でいいんです。誰もが「人」

としての価値は同じ。「違い」にこだわる必要はないんです。これからの人生、「普通」でいいんだと、リラックスして「自然（体）」に人や

物事に対して接することができる人になれば、日々、快適に過ごすことができると思います。そういう振る舞いができる「人」になっても

らえたらうれしいです。「謙虚」に「明るさ」と「優しさ」をもって、「普通」に「人」としての違いに「共感」しながら、これからも成長

を遂げていってください。 

 Great products can only come from passionate people 
「偉大な製品は、情熱的な人々からしか生まれない」 by スティーブ・ジョブズ 

 これは、皆さんも一度は名前を聞いたことがあるかも知れませんが、アップルコンピュータ・カンパニーを共同で創業し、パーソナルコ

ンピュータという概念を世間に浸透させた起業家、スティーブ・ジョブズ氏の言葉。 

 学校は「製品」ではないが、一つの「形あるもの」と捉えれば、この「形あるもの（学校）」をバージョンアップしていくのは君たちであ

ると思っています。そのためには、「形あるもの（学校）」に対する「情熱」が必要です。 

「熱い思い（情熱）」を持って、戸倉中の歴史をさらに塗りかえていってください。 

 最後のは、君たちへのエール。その他、３つの話を伝えさせてもらいました。ちょっと中途半端な気もしますが、伝わったかな？伝わっ

ていればうれしいです…。 
 

 保護者の皆様、日頃から本校教育への多大なるご支援、ご協力をいただいたこと、誠に感謝申し上げます。本校教職員一同、この場をお

借りしてお礼を申し上げます。ありがとうございました。教職員を含め「チーム戸倉」「ファミリー戸倉」として、無事、令和７年度の終了

を迎えることができました。次年度は、我々もさらにパワーアップし、子どもたちの「人」としての成長を支え、共に学び成長していく教

職員として、保護者の皆様とも力を合わせながら、教育活動を進めていければと思っております。主役である子どもたちが、さらに輝ける

よう万全の準備を整え、４月、新たにスタートしようと思っております。今後もよろしくお願いします。 

※ 私事ではありますが、この３月をもって退職することとしました。「教育」に携わらせていただいてきた者として、これまで、しっかり

とその責務を果たせてきたのか？と考えたとき、悔いがないかと問われれば「ない」とははっきり言えない、何とも中途半端な気持ちも

あります。が、最後が「戸倉中」であったことは、とてもよかったと思っております。「戸倉中生」には、大いなる「可能性」を感じます。

「学力」「体力」はもちろん、「人」としてのパワーを感じ、すべての伸びしろが、まだまだたくさんあると思っています。自分の努力は

もちろん、他者（保護者、地域の方）、そして「先生方」のサポート、「仲間」との切磋琢磨する時間を大切にしながら、大きな成長を遂

げて欲しいと思います。短い期間ではありましたが、本当にありがとうございました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退職・離任される職員より 

 

會田 大祐 校長先生 【ご退職】 

 

素敵な生徒、先生方、そして、常にご支援をいただけるなど、保護者、地域の方に見守られた、素晴らし

い環境の中で過ごせた２年間でした。ありがとうございました。 

 戸倉中に来たときは、生徒の素のパワーを感じ、久しぶりに学校らしい学校に来たなぁと思っていまし

た。「人」として素直に自分を表現する子どもたちを見て、こんなに「生命力」を感じる生徒たち、まだま

だいるんだぁと…。この子たちの「本気」になった姿が見たい…。まだまだ、「本気」は見られていないよ

うに思いますが、どんな生徒に対しても包容力のある先生方と保護者・地域の方たちが力を合わせれば、ど

の地域にも負けない素敵な「人（生徒）」に育つと思います。「戸倉中」で、また、この地域で最後の教育を

司ることができて幸せでした。本当にありがとうございました。 

 

能登屋 在 先生 【森町立森中学校へ】 

 

戸倉中学校では、５年間お世話になりました。教員として初めての学校で、至らぬ点も多々あったかと思

いますが、人懐っこく優しい生徒と保護者の皆さまのあたたかいご理解とご協力に支えられ、今日まで勤

め上げることができました。学習や部活、行事、何気ない毎日を通して日々成長する生徒の皆さんと一緒に

過ごせたことを、本当に嬉しく思います。担任として過ごした月日は、毎日が充実し、たくさんの思い出も

ありますが、あっという間の４年間でした。新２，３年生が、先輩として・学校の顔として活躍する場に、

一緒にいられないことは残念ですが、今よりも成長し、素晴らしい戸倉中学校を創りあげていくことを応

援しています。 

 

鈴木 涼太 先生 【函館市立亀田中学校へ】 

 

このたび函館市立亀田中学校へと異動することになりました。4 月から隣の高丘小学校と行ったり来た

りしながらでしたが、保護者の方々、地域の方々など、たくさんの方々に支えていただきました。改めてお

礼申し上げます。 

1 年生とは部活動をともにした生徒、かなりの頻度で授業を覗きに行き、担任も数日ですがやらせても

らい授業を持たなくてもたくさんの生徒の皆さんと関わり合えました。 

 2 年生とは体育館から見えるそれぞれの部活で練習している生徒を見てバドミントンを中心に見ていま

したが心の底から応援していました。授業や担任の先生の代打で入ったときには明るい 2 年生のおかげで

楽しい時間を過ごせました。 

 3 年生とは授業も一緒に行い、授業、学年体育の君たちの一生懸命取り組む姿、スポーツマンシップに満

ちあふれた姿は、体育の先生として本当にうれしかったです。 

離任式当日は参加することができませんが、君たち戸倉中生の良さを存分にいかして充実した中学校生

活を送ってください。4 月から元気すぎる高丘小学校の 6 年生も戸倉中生になります。君たちらしく、素

晴らしい戸倉中生の手本となることを期待しています。 

 「食事・睡眠・運動」あと勉強(？)かな？この 3 つ(４つ)を心がけて健康に気をつけて。 

1 年間本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備登校について ＝ ジャージ登校・上靴・カバン持参 

４月７日（火） 
     ８：５０～９：００ 登校         ９：５０～１０：２０ 新学級での学活 

（外靴を袋に入れ、旧学級へ）     １０：２０～１０：３０ 体育館へ移動 

９：００～９：１０ 学活        １１：００～      入学式準備 

９：１０～９：２５ 清掃                    （係生徒のみ） 

９：２５～９：５０ 学活 

（新学級発表・移動） 



 

 

 

 

 


